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研究成果の概要（和文）： 
	 絵文字のみで外国人とコミュニケーションをとることを目標とし，日本人と外国人との絵文
字アイコンおよびその文章に関する差違を明らかにする研究を行った．その結果，日本人は正
解の場合は丸（○）を使うが，外国人はチェックマーク（✓）を使うなど，スラングなどを含
め，各言語の特徴をそのまま絵文字に引き継いでいることが示唆された．また，日本人は基本
的に絵文字でも SOV の文法で記述し，外国人は基本的に SVO の文法で記述するが，日本人でも
SVO で記述することがあることが明らかとなった．	 
	 
研究成果の概要（英文）： 
We	 aimed	 to	 take	 communication	 with	 a	 foreigner	 by	 pictographs.	 We	 have	 researched	 to	 
clarify	 the	 difference	 of	 pictograph	 icons	 and	 the	 sentence	 between	 the	 use	 of	 the	 Japanese	 
and	 that	 of	 the	 foreigner.	 The	 results	 of	 the	 researches	 suggested	 that	 the	 Japanese	 uses	 
circle	 (○)	 in	 the	 case	 of	 the	 correct	 answer,	 but	 the	 foreigner	 uses	 checkmark	 (✓).	 
Including	 slang,	 it	 was	 suggested	 that	 the	 pictographs	 just	 succeeded	 the	 characteristic	 
of	 each	 language.	 The	 Japanese	 described	 even	 a	 pictograph	 by	 grammar	 of	 SOV	 basically,	 
and	 the	 foreigner	 described	 it	 by	 grammar	 of	 SVO	 basically,	 but	 we	 understood	 that	 even	 
a	 Japanese	 described	 it	 in	 SVO.	 	 
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１．研究開始当初の背景 
	 研究の始まった当時は，外国からの観光客
の誘致も積極化し，日本ブームとも言われ，
外国人が日本を旅行する機会が増加し，観光
だけではなく買い物も旅行目的となってき
た．それに従い，日本人と外国人とのコミュ
ニケーションの機会が増えたが，常に問題と
なるのは言葉の壁であった．共通の言語であ
る英語でのコミュニケーションは一般の日
本人にとって容易ではなかった．そこで，簡
単な会話を行える手段が必要とされていた． 
 
２．研究の目的 
	 絵文字は，例えば，日本ではおにぎりが三
角形のイメージで示されるが，中国では丸く
示されるなど，国や人種により幾分の解釈の
差違はある．しかし，絵文字は世界共通で認
識されるものも多いことから，単体で案内板
やカーナビゲーションシステムなどのアイ
コンにある程度使用されている．そこで本研
究では，絵文字のみで外国人とコミュニケー
ションがとれるようにするために，実験を通
して日本と外国（米国や中国など）との絵文
字アイコンおよびその文章に関する差違を
明らかにして，絵文字和英・中単語辞書や絵
文字和英・中文法辞書などを作成し，これを
基にしたシステム（絵文字チャットコミュニ
ケータ）で外国人とコミュニケーションをと
るとともに，最終的にカーナビゲーションシ
ステムなどの各国別のアイコンの設計に役
立てることを目的とした． 
 
３．研究の方法 
	 国民（人種）による絵文字解釈の相違を，
絵文字チャットコミュニケータを用いた実
験等により体系的に明らかにして，典型事例
（プロトタイプ）として理解される絵文字を
絵文字デザイン支援システムを用いて作成
する．各種言語で提示した文章に対してこの
絵文字を選出/配列してもらって文章を作成
し，この文章から絵文字文章作成指標（つま
り，文法）を作成し，これを基にした例文表
示機能等を装備するなど改良した絵文字チ
ャットコミュニケータを外国人とのコミュ
ニケーションに適用した．	 
	 
４．研究成果	 
	 研究の成果を以下に挙げる．	 
(1)絵文字チャットシステムの開発	 
①例文表示機能の開発	 
	 従来，絵文字による文章作成が難しいとい
う評価であったが（５段階評価で 2.6），例文
表示機能（46 個の絵文字に付加）により文章
作成に関する評価が大幅に向上した（2.6→
4.1）．	 
②Web 検索機能の開発	 

	 インターネットから画像を検索し，それを
絵文字化して足りない絵文字に充当し，常時
表示する絵文字の数を極端に多くしない機
能を開発した．この機能により全体の約 10％
の絵文字が作成され，使用された．	 
③アニメーションや音による情報の付加	 
	 絵文字が表す内容を一目で理解できない
場合や誤解する場合がある．そこで，アニメ
ーションおよび音を意味の分かりづらい絵
文字や意味が一意に定められない絵文字に
付加することで理解の向上を図った．	 
④アウェアネス機能をもつシステムの開発	 
	 遠隔地で絵文字によるチャットを行う時
に，相手の状況がわからないと不安になるこ
とから，アウェアネス機能をもつシステムを
開発した．これは一定時間以上相手が操作を
しなかった場合やネットワークが切断され
た場合，これを検出できる機能である．これ
により，相手の状況を把握しながら実験を実
施することが可能となった．	 
⑤旅行支援に特化したシステムの開発	 
	 外国の観光旅行時の対面での使用に特化
したシステムを開発した．１台で相手に画面
を見せながら絵文字を入力し，コミュニケー
ションをとるシステムである．	 
⑥地図の表示機能を持つシステムの付加	 
	 旅先で道を聞く場合が考えられるため，絵
文字チャットだけではなく地図(Google	 
Maps)も表示し，それに手書きの書き込みや
絵文字による文章を記述して道案内ができ
るシステムを開発した．	 
	 
(2)外国人への適用	 
	 ハワイ大学と北京の故宮文化資産デジタ
ル化応用研究所等で実験を行い，データを取
得した．１分あたりに入力した絵文字文章の
行数，１行あたりの絵文字数，理解度に，外
国人と日本人との相違は見いだせなかった．
また，１行あたりの絵文字数は外国人も日本
人も平均 3.1 文字であるため，主語，動詞，
目的語や補語が揃っている文章は多くない．
外国人と日本人が通常使用している言語で
はない絵文字に関しては，文章作成の能力に
差がない可能性も考えられる．約 90％の内容
が相手に理解された（日本人-中国人）．	 
	 また，ハノイ，北京および台湾でタクシー
乗車等に絵文字チャットコミュニケータを
使用した．台湾で行った実験では，駅やホテ
ルの窓口，タクシーの乗車時，買い物時等で
適用し，12 秒程度でこちらの意図はほぼ伝わ
った．	 
	 
(3)日本と外国（米国，中国）との絵文字ア
イコンの差違	 
	 国外，国内でアンケート実験を行い，これ
より絵文字の典型事例（プロトタイプ）を抽



 

 

出した．日本人(12 人)と中国人(10 人)のア
ンケート結果から，主語，5W1H，形容詞，時
間関係，動詞などの新しい絵文字の作成と，
漢字を使った絵文字や内容が分かり難い絵
文字などの削除を行った（図１）．新しい絵
文字を作成する場合は，日本人，中国人，マ
レーシア人が意味の分かるようにした．	 
	 顔の表情の絵文字で外国人と理解が分か
れる絵文字（「笑う」と「おなかが痛い」）が
あったが，音や例文を加える事によって回避
する事が可能であった．日本人は正解の場合
は丸（○）を使うが，外国人（タイ人，カナ
ダ人，アメリカ人，ルクセンブルグ人）はチ
ェックマーク（✓）を使う（図２）．スラン
グなどを含め，各言語の特徴をそのまま絵文
字に引き継いでいることが示唆される．	 

図１	 追加，修正，削除した絵文字の例	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
図２	 外国人（イヌのアイコン）がチェック

マークを使用する例	 
	 

(4)日本と外国（米国，中国）との文章（文
法）に関する差違	 	 
	 これまで行った絵文字による外国人との
コミュニケーションの結果を分析した．その
結果，日本人は基本的に SOV（主語＋目的語
＋動詞）で記述し，外国人は基本的に SVO（主
語＋動詞＋目的語）の文法で絵文字を記述す
るが，日本人が SVO で書く場合も存在する．
図３に例を示す（ネコのアイコンが日本人，
アヒルのアイコンが米国人）．図３では同一
の日本人（ネコのアイコン）がハートの絵文
字（好き，という意味）を上の方では SOV で
下の方では SVO で使用している．	 

	 
図３	 １人の日本人が SOV と SVO で記述して

いる例	 
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